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全国の小学生が学級毎に投票して決定することになっていた２０２０

東京オリンピック・パラリンピックのマスコットが決定し発表されました。
この投票には全国から１万６７６９校の小学校から、約２０万学級の参加
があったそうです。本校もその中の１校であり、７学級分です。 
結果は右記の「ア案」のデザインに決定しました。（１０万９０４１票） 

本校も７学級のうち、３学級がア案でした。本校で一番多かった「イ案」
は６万１４２３票で２位。３位が「ウ案」という結果でした。 
今回の冬季オリンピックピョンチャン大会のマスコット、白虎の「スホラン」も可愛いと話題でしたが、小

学生が選んだという初めての取組で選ばれた東京オリンピックの公式マスコット。きっと東京大会でも話題と
なることでしょう。「自分達も関わって選ばれたマスコットなんだ！」という気持ちをもって、そして今回の
オリンピックのように、おおいに盛り上がるといいですね。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

※著作権上、ホームページ上では 

マスコットのイラストを 

カットしています。 

 

 
 
２月２８日（水）ゲストティーチャーとしてＪＩＣＡ国際協力事業ボランティア経験者の髙田恭子さん

をお招きし、６年生が国際理解に関する学習をしました。メキシコでの経験をお話しくださった髙田さん。
最初のあいさつ、自己紹介はまずはメキシコで使うスペイン語、次に英語、そして日本語で行われました。
写真のような衣装も登場。わかりやすく楽しい授業となりました。中には少し難しい部分もあったかもし
れませんが、日本と諸外国との様々な形での繋がりを感じ、文化や伝統、風習等、海外の国や人々、世界
に目を向け視野を広げるよいきっかけとなる学習となったと思います。髙田さん、ありがとうござました。
（ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、髙田恭子さんは、本校 一場教諭のお姉さまです。） 

 
ＪＩＣＡとは？ 

独立行政法人国際協力機構のことで、開発途上
国への技術協力・教育活動等の支援を目的とす
る日本の組織です。 

開発途上国とは？ 
世界で貧しく弱い立場にある国々で、現在約
160ヶ国あるそうです。 

や さ し く 

か し こ く 

たくましく 

自己実現 自主自立  本物の笑顔のために 

名前は後日決まるそうです。 

セニョール？ 
セニョリータ？ 

オラ！ 
アミーゴ！ 

グラシアス！ セニョーラ 恭子！ 


